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一

､

㊨､嵩案
第

　

八

　

号

三
朝
町
地
域
民
芸
品
等
保
存
伝
習
魔
殻
の
設
置
及
び
管
理
紅
組
す
る

条
例
の
設
定
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
三
朝
町
地
域
民
芸
品
等
保
存
伝
習
施
設
の
設
直
及
び
管
理
に
鯛
す
る
条
例
を
設
定
す
る
こ

と
に
つ
い
て
,
地
方
自
治
法
ノ
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
窮
六
十
七
号
L
)
第
九
十
六
条
第
1
項
の
虜
卑
に
よ
り
､

本
番
会
の
轟
決
を
求
め
る
o

昭
和
五
十
九
年
三
月
十
二
日

三

　

朝

　

町

　

長

　

　

松

　

　

村

　

ー

喬

　

　

成

層
孟
豊
茸
廿
冒
　
横
車
可
決主
朝
町
親
合
議
長
名
戴
典
由



･-I

三
朝
町
条
例
第

1

V

　

一■

t･L ;'

早

三
朝
町
地
域
民
芸
品
等
保
存
伝
習
施
設
の
設
患
及
び
管
理
に
粥
す
る
条
例

(

目

　

的

)

第
7
粂
　
こ
の
条
例
は
'
地
方
自
治
法
(
鴫
和
二
十
二
年
法
律
空
ハ
十
七
号
)
･
東
二
百
四
十
四
条
の
二
の

規
定
に
基
づ
き
'
三
朝
町
地
域
民
芸
品
等
保
存
伝
習
魔
殻
の
改
直
及
び
菅
壇
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を

定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
｡

㌔
(
殻
藩
)

第
二
粂
　
山
甲
に
お
い
て
伝
東
さ
れ
､
て
き
た
工
芸
技
術
及
び
文
化
的
所
産
を
保
存
伝
習
し
､
凄
林
業
資
顔

の
癌
用
と
町
民
の
就
業
機
会
の
増
大
を
-
図
る
た
め
,
三
朝
町
地
域
民
芸
品
等
保
存
伝
習
施
設
(
以
下
｢

傾
存
伝
習
地
殻
｣
と
い
う
｡
)
を
次
の
と
お
り
設
置
す
る
･

名

称



ノ

∴

(
利
､
用
の
許
可
)

第
三
粂
　
保
存
伝
習
施
設
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
､
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
町
長
の
許
可
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
使
用
料
の
徴
収
)

第
四
条
　
保
存
伝
習
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
は
,
別
表
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
,
使
用
料
を
徴
収
す
る
｡

(
入
鹿
料
及
.
び
使
用
料
の
減
免
)

第
五
条
　
町
長
は
､
ー
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
,
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
･
入
館
料

及
び
使
用
料
を
蔽
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

.
(
管
理
の
委
託
)

第
太
粂
　
町
長
は
'
保
存
伝
習
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
､
そ
の
1
部
又
は
全
部
を
田
体
竺
賓
託
す
る
こ
と

〟

が
で
き
る
｡

4

r
l
　
保
存
伝
習
施
設
の
壷
噂
を
委
託
さ
れ
た
団
体
は
･
条
例
及
び
親
剛
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
,
誠
実

L
i
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

j
　
町
長
は
'
保
存
伝
習
碓
設
ぬ
管
理
を
委
託
し
た
団
体
が
前
項
の
規
定
に
逮
反
し
･
当
該
団
体
に
管
理

を
委
託
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
る
L
J
J
ぎ
は
･
管
理
の
峯
託
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
･

/
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(
轟
営
脇
着
金
)

∴

亡

､

　

J

･
第
七
粂
　
保
存
伝
習
施
穀
の
公
正
か
つ
避
切
な
運
営
考
凶
る
た
め
竺
一
朝
町
地
域
民
芸
品
等
保
存
伝
習
施

設
運
営
脇
轟
会
(
反
下
｢
脇
議
会
｣
と
､
い
う
｡
)
を
温
く
｡

T
1
　
協
議
会
は
､
要
員
十
人
以
内
を
も
っ
て
組
織
し
､
歳
林
及
び
社
会
教
育
の
嫡
孫
者
並
び
に
学
識
経
験

の
あ
る
者
の
中
か
ら
'
町
長
が
委
嘱
す
る
｡

J
　
委
員
の
任
期
は
三
年
と
す
る
｡
た
だ
し
､
補
欠
委
員
の
任
期
は
,
如
任
者
の
頑
任
期
間
と
す
る
｡

(
規
則
へ
の
委
任
)

簸
八
粂
　
こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
は
か
･
保
存
伝
習
施
設
の
管
理
に
鯛
す
る
単
項
は
･
規
則
で
定
め

る
｡

附

　

則

こ
の
条
例
は
'
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
｡
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表

　

(

第

四

条

粛

係

)

f

　

　

入

　

鹿

　

料
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r

二

　

　

使

　

用

　

料

0
0
0
/
円

0
0
0
円

0
0
0
円

○
＼
0
0
円

〇
〇
〇
.
円

〇
〇
〇
円

備

　

考

′

　

こ

の

表

中

｢

1

月

｣

と

は

'

午

前

九

時

か

ら

午

後

五

時

ま

で

を

い

い

､

｢

半

日

｣

と

は

'

午

前

九

時
か
ら
牛
後
二
時
ま
で
叉
は
午
後
⊥

T

f
l
,
暖
房
又
は
冷
房
針
し
た
と
首
は
'

額
を
加
算
す
る
｡
　
　
　
　
　
,

時
か
ら
年
後
五
時
ま
で
を
い
う
｡

こ
の
表
に
虐
め
る
使
用
料
の
額
に
当
該
額
の
二
割
に
相
当
す
る

I
.
,

)


